
回答数：７５件

Part 1. ダイバーシティ推進の状況について

Q１．ダイバーシティ推進への取り組みは、どのようなテーマに力点を置いているか？（最大3つまで）

女性活躍・男女機会均等 60

出産・育児・介護・治療等との両立 50

多様な働き方・ワークスタイル 46

LGBT・性的マイノリティ 15

人種・国籍 8

アイデア・考え方・視点 8

年齢 5

障害者雇用 4

文化・宗教 0

Q２．自社のダイバーシティ推進は、以前と比べて進んでいるか？

以前と較べて、かなり進んできている 11

以前と較べて、それなりに進んできている 47

どちらとも言えない 12

進んでいない 5

むしろ後退している 0

わからない 0

Q３．自社のダイバーシティ推進への取り組みは、世間一般・他社と比べて進んでいるか？

世間一般・他社よりもかなり進んでいると思う 2

世間一般・他社よりもやや進んでいると思う 20

世間一般・他社並みだと思う 33

世間一般・他社よりもやや遅れていると思う 13

世間一般・他社よりもかなり遅れていると思う 7

わからない 0
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以前と較べて、かなり進んできている

15%

以前と較べて、それなりに進んできている

62%

どちらとも言えない

16%

進んでいない

7%

世間一般・他社よりもかなり進んでいると思う

3%

世間一般・他社よりもやや進んでいると思う

27%

世間一般・他社並みだと思う

44%

世間一般・他社よりもやや遅れていると思う

17%

世間一般・他社よりもかなり遅れていると思う

9%
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Part 2. 心理的安全性について

Q４．「心理的安全性」という言葉を聞いたことがあるか？

聞いたことがあるし、

よく知っているつもり
34

聞いたことがあるし、

何となく意味はわかっているつもり
33

聞いたことはあるが、意味はよくわからない 6

聞いたことがないし、意味もわからない 2

Q５．「心理的安全性」という言葉から思い浮かぶイメージは、以下のうちどれが最も近いか？

誰もが立場に関係なく意見を言い合え、

衝突できる
54

成果を挙げ、また問題を解決するために助け合える 6

正解がない物事に対し、挑戦や模索・実験ができる 6

常識よりも、個性やその人らしさが歓迎される 6

その他 3

Q６．職場では、こうした「心理的安全性」は確保されていると思うか？

しっかりと確保されていると思う 3

どちらかと言えば、確保されていると思う 26

どちらともいえない 32

どちらかと言えば、確保されていないと思う 9

確保されていないと思う 5

聞いたことがあるし、

よく知っているつもり

45%聞いたことがあるし、

何となく意味はわかっているつもり

44%

聞いたことはあるが、意味はよくわからない

8%

聞いたことがないし、意味もわからない

3%

誰もが立場に関係なく意見を言い合え、

衝突できる

72%
成果を挙げ、また問題を解決するために助け合える

8%

正解がない物事に対し、挑戦や模索・実験ができる

8%

常識よりも、個性やその人らしさが歓迎される

8%

その他 4%

しっかりと確保されていると思う

4%

どちらかと言えば、確保されていると思う

34%

どちらともいえない

43%

どちらかと言えば、確保されていないと思う

12%

確保されていないと思う

7%

その他：

・誰もが尊重され、安心して仕事が出来る環境・風土が構築されている。

・それぞれの価値観や多様性が尊重され、会社生活や職務遂行において不安を感じることがない状況。

・意見や新しいアイディアを出すことを糾弾されない。
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Q７．職場で「心理的安全性が確保されていない」と感じる場面があるとしたら、どのような場面か？（複数回答）

上司（先輩）のミスに触れなければならないとき 46

会議で発言するとき 43

同僚の問題点に言及しようとするとき 37

提案・プレゼン等を行なうとき 25

上司や同僚に、業務上の相談をするとき 20

業務について質問をするとき 11

上司との１on１ミーティングのとき 11

テレワークにより、自宅で業務を遂行しているとき 11

懇親会等、職場のメンバーとのアフター５のとき 7

心理的安全性が確保されていないと感じる場面は、特にない6

職場の同僚と雑談するとき 5

その他 2

Q８．自社の組織風土や社風として、以下の（1）～（12）についてどう感じるか？

　＊ここでのチームとは、自社の組織内の多くのチームの傾向と考える。

(1)チームの中では、 (2)チームは、減点主義ではなく、加点主義だ

　　感じたことや気づいたことを自由にシェアできる

とてもそう思う 7 とてもそう思う 2

そう思う 17 そう思う 10

ややそう思う 26 ややそう思う 8

どちらとも言えない 11 どちらとも言えない 30

あまりそう思わない 13 あまりそう思わない 17

そう思わない 1 そう思わない 6

全くそう思わない 0 全くそう思わない 2

75 75

(3)多少非現実的でも、面白いアイディアを思いついたら (4)チームの中で目立つことはリスクだと感じることがある

　　チームで共有してみよう・やってみようと思える

とてもそう思う 4 とてもそう思う 0

そう思う 13 そう思う 1

ややそう思う 20 ややそう思う 11

どちらとも言えない 16 どちらとも言えない 16

あまりそう思わない 13 あまりそう思わない 23

そう思わない 7 そう思わない 12

全くそう思わない 2 全くそう思わない 12

75 75

とてもそう思う

9%

そう思う

23%

ややそう思う

35%

どちらとも言えない

15%

あまりそう思わない

17%

そう思わない

1%

とてもそう思う

3%

そう思う

13%

ややそう思う

10%

どちらとも言えない

40%

あまりそう思わない

23%

そう思わない

8%

全くそう思わない

3%
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会議で発言するとき

同僚の問題点に言及しようとするとき

提案・プレゼン等を行なうとき

上司や同僚に、業務上の相談をするとき

業務について質問をするとき

上司との１on１ミーティングのとき

テレワークにより、自宅で業務を遂行しているとき

懇親会等、職場のメンバーとのアフター５のとき

心理的安全性が確保されていないと感じる場面は、特にない

職場の同僚と雑談するとき

その他

(件)

とてもそう思う

5%

そう思う

17%

ややそう思う

27%
どちらとも言えない

21%

あまりそう思わない

17%

そう思わない

10%

全くそう思わない

3%

そう思う

1%

ややそう思う

15%

どちらとも言えない

21%

あまりそう思わない

31%

そう思わない

16%

全くそう思わない

16%

その他：

・心理的安全性がないわけではないが、結果的にボトムアップの

提案が促進されていないと感じることはままある。

・個人の性格や障害の特性により、不安を感じやすいタイプや

ネガティブ志向が強い社員は様々な場面で不安を感じるようだ。

・テレワーク中心で職場の上司/同僚の様子が見えなくなり、

雑談の機会すら少なくなり、心理的安全性を確立することさえも

難しくなっている気がする。
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(5)チームの中では、知らないことを知らないと言える (6)チームメンバーやリーダーに相談に行ったら、

　　いつでも相談に乗ってくれる雰囲気がある

とてもそう思う 8 とてもそう思う 6

そう思う 18 そう思う 24

ややそう思う 28 ややそう思う 29

どちらとも言えない 13 どちらとも言えない 11

あまりそう思わない 7 あまりそう思わない 4

そう思わない 1 そう思わない 1

全くそう思わない 0 全くそう思わない 0

75 75

(7)チームでは、 (8)チームでは、役割に応じて

　　前例や実績がないものを取り入れることは難しい 　　強みや個性を発揮することを歓迎されている

とてもそう思う 1 とてもそう思う 8

そう思う 11 そう思う 12

ややそう思う 17 ややそう思う 27

どちらとも言えない 15 どちらとも言えない 19

あまりそう思わない 19 あまりそう思わない 6

そう思わない 8 そう思わない 2

全くそう思わない 4 全くそう思わない 1

75 75

(9)チームメンバーの意見に (10)チームでは、問題が起きたときに、他人を

　　反対意見を述べることは、容易にできる 責めるのではなく、建設的に解決策を考える雰囲気がある

とてもそう思う 2 とてもそう思う 4

そう思う 16 そう思う 16

ややそう思う 23 ややそう思う 27

どちらとも言えない 20 どちらとも言えない 18

あまりそう思わない 11 あまりそう思わない 5

そう思わない 2 そう思わない 5

全くそう思わない 1 全くそう思わない 0

75 75

とてもそう思う

11%

そう思う

24%

ややそう思う

38%

どちらとも言えない

17%

あまりそう思わない

9%

そう思わない

1% とてもそう思う

8%

そう思う

32%

ややそう思う

39%

どちらとも言えない

15%

あまりそう思わない

5%

そう思わない

1%

とてもそう思う

1%

そう思う

15%

ややそう思う

23%

どちらとも言えない

20%

あまりそう思わない

25%

そう思わない

11%

全くそう思わない

5% とてもそう思う

11%

そう思う

16%

ややそう思う

36%

どちらとも言えない

25%

あまりそう思わない

8%

そう思わない

3%

全くそう思わない

1%

とてもそう思う

3%

そう思う

21%

ややそう思う

31%

どちらとも言えない

27%

あまりそう思わない

15%

そう思わない

3%

とてもそう思う

5%

そう思う

21%

ややそう思う

36%

どちらとも言えない

24%

あまりそう思わない

7%

そう思わない

7%
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(11)チームでは、チャレンジ・挑戦することは、 (12)チームでは、常識に囚われず、さまざまな視点や

　　損なことではなく、得なことだと思える 　　ものの観方を持ち込むことが歓迎される

とてもそう思う 2 とてもそう思う 3

そう思う 18 そう思う 19

ややそう思う 25 ややそう思う 22

どちらとも言えない 20 どちらとも言えない 21

あまりそう思わない 7 あまりそう思わない 5

そう思わない 2 そう思わない 2

全くそう思わない 1 全くそう思わない 3

75 75

Ｑ９．組織風土や社風を考えた場合、業務遂行にあたり「心理的安全性の確保」は重要だと思うか？

たいへん重要である 48

それなりに重要である 25

どちらともいえない 1

あまり重要でない 1

重要ではない 0

＜Q9で「たいへん重要」「それなりに重要」と回答された方のみ＞

Ｑ９-2．「心理的安全性の確保」は、なぜ必要だと思うか（複数回答）

多様な価値観を受け入れるため 58

新しいアイディアを出し、イノベーティブな

仕事をするため
58

信頼関係を構築するため 41

ハラスメントのない職場を作るため 33

平等な発言機会を提供するため 27

ポジティブな思考を持つため 25

メンタル不全者を出さないため 19

共通認識をすり合わせるため 18

その他 1

たいへん重要である

64%

それなりに重要である

34%

どちらともいえない

1%

あまり重要でない

1%

とてもそう思う

3%

そう思う

24%

ややそう思う

33%

どちらとも言えない

27%

あまりそう思わない

9%

そう思わない

3%

全くそう思わない

1% とてもそう思う

4%

そう思う

25%

ややそう思う

29%

どちらとも言えない

28%

あまりそう思わない

7%

そう思わない

3%

全くそう思わない

4%
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その他

(件)

その他：

・業務へ集中する為

・より良い成果を創出するため
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＜全員回答＞

Ｑ１０．「心理的安全性」の確保に繋がる何らかの教育研修（オンライン方式も含む）を実施しているか？

実施したことはない 35

実施したことはないが、現在計画中である 7

管理職層に実施した 18

経営幹部層に実施した 0

全従業員に実施した 3

一部の事業所・支店等で実施した 4

わからない 6

その他 2

Ｑ１1．教育研修も含め「心理的安全性」を確保するために、現在実施している具体的取り組みや工夫

実施したことはない

47%

実施したことはないが、現在計画中である

9%

管理職層に実施した

24%

全従業員に実施した

4%

一部の事業所・支店等で実施した 5%

わからない 8% その他 3%

その他：

・新任ライン長に研修を実施した

・アンコンシャス・バイアス研修を、

経営層・人事部門・一部部署に実施（全社展開中）

◆まだまだ、ダイバーシティやSDGｓなどの単語すら認知されていない状況のため、社内報で連載コーナーをもち啓蒙活動をしている。

◆eラーニングにより、心理的な安全性というワードへの反応をみている。たまたま「マイメッセージ」という意見発表の機会があり、

論文を集めたところ、学習を終えている社員から多くの反応があった。

（その中の意見として、心理的安全性というワードを引用した職場改革について言及あり）。

◆心理的安全性の基盤となるD&Iに関して、当社の考え方および取り組み事例を共有するe-ラーニング研修を実施予定。

◆「心理的安全性」につながるテーマを設定して月１回の全社職場ミーティングを実施。

その他、社長メッセージ発信、役員研修、管理職研修をはじめとする研修の場で「心理的安全性」を取り上げている。

◆多様な意見の取入れやチームマネジメント研修を実施したが、職場・業務に戻ると研修内容を実行できていない傾向がある。

理論的な理解はあるが、行動しないまま現在に至っている可能性がある。

◆管理職(課長層）へマネジメントセミナーを実施中

◆全社横断のD＆ I推進プロジェクトの中のテーマとして取り上げたり、管理職・役員を対象とした講演会のテーマとして

取り扱ったりしている。

◆アンコンシャス・バイアス研修を、経営層・人事部門・一部部署に実施（全社展開中）

◆1on1会議

◆360度評価やエンゲージメントサーベイを実施し、従業員が声を出せるようにしていることに加え、その結果を社内に公表している。

◆もともと社風が自由闊達、ボトムアップ重視なので、各職場である程度「心理的安全性」が確保されていることが当社の強み。
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